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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・新規分子の制癌機能解析を行いたい企業・団
体や、画像解析技術の病理組織検体への応用を
目指している企業・団体を期待します。

病理組織を用いた病理形態学的解析や、培養
細胞などを用いた機能解析など、多面的な解析
アプローチが可能です。

口腔病理学分野 https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~opatho/index.html
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口腔扁平上皮癌の発生・進展に関わる分子機構の解明

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

近年、口腔癌は罹患数・死亡数ともに増加傾向
にあり、早期発見・早期治療とともに癌の進展を
いかに制御できるかが、口腔癌に対抗する手段と
して重要視されています。また、口腔癌はほとん
どが扁平上皮癌という組織型を示し、多くは前駆
病変を経て、癌へと成長・進展していきますので、
癌になる前の段階または癌になって間もない段階
を的確に診断することが、早期発見・早期治療を
行ううえで非常に重要です。
私たちの研究室では、臨床病理組織検査検体の

解析に加えて、培養細胞などの解析を併用し、口
腔扁平上皮癌細胞と非癌細胞が接触する部分では
どのような現象が起こっているか、細胞死に陥っ
た癌細胞が周囲の癌細胞にどのような影響を及ぼ
すかといった、国内外でも非常にユニークな視点
に基づいて、癌の解析に取り組んでいます。また、
癌の発生母地となりうる上皮性異形成や口腔扁平
苔癬などの病変にも注目し、多面的なアプローチ
から癌の発生・進展の解明を目指しています。
これらの研究成果は、病理診断における口腔癌

およびその前駆病変の診断精度向上・早期発見へ
の応用が期待されるとともに、癌の進展に関連す
る分子機構の解明から、抗がん剤などの治療戦略
への発展性も期待されます。
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